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例　　言

1．本書は佐久市建設部高速交通課による地方特定道路整備事業（U637号線道路改良）に伴う

家浦遺跡の発掘調査報告書である。
2．事業主体者　　　　　　　佐久市建設部都市計画課

3．調査主体者　　　　　　　佐久市教育委員会　教育長

4．遺跡名及び発掘所在地　　家浦遺跡（SYA）　　佐久市湯原294－3　外

5．調査期間及　　　　　　　平成19年5月10日～平成20年3月31日

平成21年11月20日～平成22年3月29日

6．調査面積　　　　　　　　　97汀f

7．発掘担当者　現場・整理作業　冨沢　一明

8．本書の編集・執筆は冨沢が行った。

9．本書及び出土遣物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　　例

1．遺構の略称は以下のとおりである。

D一土坑　　M一清状遺構　　　P一ピット

2．スクリーントーン表示は以下のとおりである。

遺構　地山匠召　　　遺物　須恵器断面書喜

遺　構　　土坑1／80　　　溝状遺構1／80　　　ピット1／80

遺　物　　土鍋・陶磁器類1／4　　　石器類1／3　　　鉄製品1／3

4．遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5．遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6．土層は「新版　標準土色帖」による。

7．調査グリッドは小グリッド4×4m、大グリッド40×40mである。
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第1図　家浦遺跡位置図（1：50000）



第I章　発掘調査の経緯
第1節　立地と経過

佐久地域は周辺を山地に囲まれた盆地状を呈し一般に佐久平と呼ばれる。北方には現在も活発な活

動を続ける浅間山が聾えている。南には蓼科山、東は浅間山と蓼科山を繋ぐように北開東山地が連な

り、南には御牧ケ原・八重原といった台地が広がり、蓼科山の裾野と接している。水系の代表は千曲

川で、市内を二分するかのように貫流し、北と南では地質学的にも大きく異なる。北は浅間山の山麓
末端部に広がる平坦な台地で、浅間の噴火によって火砕流及び降下火山灰が厚く堆積している。この

堆積層は雨水による浸食に弱く、「田切」と呼ばれる浸食谷を形成している。これに対して、南側は

千曲川の沖積地及び周辺山間部の支流を集めた河川の谷口扇状地で、河床礫層と沖積粘土層地帯とな

る。調査対象となった家浦遺跡は佐久市南西部の湯原地区に所在する。遺跡は通称「小田切の谷」と
呼ばれる蓼科山麓の低丘陵に囲まれた沖積微高地上に位置する。標高は723m内外を測る。

今臥佐久市建設部高速交通課が行う市道改良に伴い、試掘調査を実施した。その結果、拡幅部の

一部で遺構・遺物が認められたことから、佐久市教育委員会が主体となり記録保存を目的として発掘
調査を実施するはこびとなった。

第2節　調査体制

調査受託者　佐久市教育委員会　教育長　木内　清（～平成21年5月）

土屋盛夫（平成21年5月～）
事　務　局　社会教育部長　　柳澤義春（平成19年度）

社会教育部次長

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

内藤孝徳（～平成21年5月）

工藤秀康（平成21年6月～）

山崎明敏（平成19年度）　金澤英人　（～平成21年6月）

中山　悟（平成19年6月）　森角吉晴
三石宗一

林幸彦　並木節子　須藤隆司　小林真寿　羽毛田卓也　冨沢一明

神津格（～平成21年9月）　上原学

井出泰章（平成21年10月～）　田澤力

橋詰勝子　橋詰信子　小林よしみ　小林妙子　井出孝子

広瀬梨恵子　碓氷知子　小林百合子　細谷秀子　林　まゆみ

第2図　周辺の遺跡位置図（1：10000）
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第Ⅱ章　遺構と遺物

第1節　土　坑

今回の発掘調査では8基の土坑が検出された。しかし、調査範囲の関係から全容を把握できたもの

は3基に止まる。また形態も不整形のものも多く用途について言及できるものは少ない。その中でD

2号土坑については形態や土坑内からの礫出土状況から土坑墓の可能性も指摘できる。

なお、各土坑の計測値については第1表を参照された。

第2節　溝状遺構

①M1号溝状遺構

東側調査区のほぼ中央から検出された。検出長さは350cm・幅55cm・深さ10cmを測る。溝の底面

は「U」字形を呈している。図示した土師器聾と考えられる底部が出土した。

②M2号溝状遺構

東側調査区のほぼ中央から検出された。北側をD5号土坑に、南側をM4号溝状遺構と重複し、

いずれも本址の方が古い。規模は検出部分で長さ74cm・幅33cm・深さ14cmを測る。形態的にM1

号溝状遺構と似るため、あるいは調査区域外で「L」字に曲がる可能性がある。

③M3号溝状遺構

西側調査区中央寄りから検出された。規模は検出部分で長さ105cm・幅90cm・深さ10cmを測る。

④M4号溝状遺構

東側調査区の東寄りで検出された。規模は検出部分で長さ300cm・幅133cm・深さ10cmを測る。

形態は中央部分に島状の高まりが確認でき、あるいは2本の溝状遺構が統合された状態とも考え
られる。

第3節　ピット

ピットは65個が検出された。

規則的な配列を示すものはなか

ったがMl・2号溝状遺構に囲

まれた部分は特に密に分布して

おり、何らかの建物址が存在し

た可能性がある。各ピットにつ

いての計測値は第2表を参照。

第4節　出土遺物

今回の調査では狭い範囲であっ

たが幅広い時代の遺物が出土した。

出土した時代について概略を記す

と1．20．21は縄文時代。2は古墳時

代。3～13は奈良・平安時代。

14．15は中世。16は近世と考えら

れる。以下に形態が把握できるも

のを中心に23点を図示した。

詳細については第3表を参照。
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第3図　家浦遺跡グリッド配置図



第4図　家浦遺跡調査全体図
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標高723．50m
O　　　（1：80）　　2m

1層　灰黄褐色土（10YR4／2）
しまり・粘性ややあり。
ロームブロックを含む。

二一

A　調査区域外A′

‾J「⊆⊇「‾～

A A′

：室
2m

1層　黄褐色土（10YR5／6）ローげロックあり。
2層　黒褐色土（10YR3／1）しまり・粘性あり。
3層　黄褐色土（10YR5／6）しまり・粘性あり。

ロームブロックを含む。

「≒「±奄姦±
標高723．20m　　　　　　　　標高723．00m
（1：80）　　2m O　　　（1．80）　　2m

1層　褐色土（10YR4／4）1層　華堅牢主．．無YR4／1）真壁
しまり・粘性弱い。
黄色ローム粒子含む

易姦瘍㌢
標高723．10m

O　　　（1：80）　　2m

標高723．20m
O　　　（1・80）　　2m

1層　暗褐色土（10YR3／4）しまり・粘性あり。
炭化物を多く含む。

A　調査区域外　　　A′

囚

勿瘍芸ラン
標高723．10m

0　　　　　　　　　　　　　2m
」＿⊥聖　」

しまり・粘性弱い。　2層　黒褐色土（10YR3／1）しまり・粘性あり。1層　黒褐色土（10YR3／1）
ぼそぼそしている

黒褐色土（10YR3／1）しまり・粘性あり。

黄色粘土粒子を多く含む。

第5図　土坑。溝状遺構実測図
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第6図　出土遺物実測図

第5節　調査のまとめ

今回の発掘調査は97n了という極めて限られた範囲の調査面積であった為、検出された遺構の性格
付けまでには至れなかった。しかし、今回調査が行われた小田切地区周辺は現在までに発掘事例が少

ない所であるため、出土遺物の項でも触れたが多様な時代の出土遺物があったという事が調査成果に
結びつけられると考える。

家浦遺跡周辺の大規模な圃場整備がなされていない部分には縄文時代や奈良・平安時代の集落が広

がっている可能性がこの調査により指摘できる。今後、調査地点脇を通過する「中部横断自動車道」
などの調査によって、近接する和田遺跡で発見された弥生時代後期集落も含め、より具体的な遺跡の
姿が明らかにされるであろう。
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第 1 表　 土 坑 計 測 表

短軸長

（cm ）

深さ

（cm ）

長軸方位 重複関係 備考
遺構名 グリット 形態

長軸長

（cm ）

円形 9 8 － 7 －D l

D 2

D 4

D 5

ス ー 2 3

ケ ー 2 5

クー 2 6

クー 2 6

クー 2 6

キ ー 2 8

クー 2 8

キ ー 2 9

長方形 1 0 6 6 9 4 2 N －6 5－O　w P 2 2 礫 あ り

6 5 － 2 5 －
D 5 よ り新しい

〈16 5 〉 － 17 －

D 6 円形 7 5 7 5 2 5 －
D 5 よ り新しい

D 7

D 8

不 整形 2 0 7 － 2 3 －
不 整形 15 5 － 17 －

M 3

D 9 〈16 0〉 －
13

第2表　ピット計測表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　cm）
遺構名

P l

出土位置 長径 ×短径×深さ 遺構名 出土位置 長径×短径×深さ 遺構名 出土位置 長径×短径 ×深さ

スー23
ゝゝム

3 5×3 0 ×9 P 2 3 ケー25 4 0×3 5×2 6 P 4 5 ケー28 2 8 ×2 8 ×3 0

P 2 スー23 3 0×3 2×1 2 P 24 ケー26 2 4×2 3×2 6 P 4 6 ケー28 2 1×2 0×1 6

P 3 スー23 2 8 ×2 5×7 P 2 5 ケー26 4 5×3 8 ×4 1 P 4 7 ケー28 2 0×1 4 ×5

P 4 シー23 2 9×－×11 P 2 6 ケー26 2 5×－×2 8 P 4 8 ケー28 3 0×1 8×4

P 5 シー23 3 0×2 7×3 9 P 2 7 ケー26 14 ×14 ×5 P 4 9 ケー28 2 1×14 ×8

P 6 シー23 4 4 ×2 4×1 3 P 2 8 ケー26 2 3×2 2×8 P 50 ケー28 2 0×17×7

P 7 シー23 2 5×2 5×7 P 2 9 ケー26 2 1×1 7×7 P 5 1 タケー28 2 1×1 7×8

P 8 サー24 2 3×2 0×2 2 P 3 0 ケー26 2 0×2 0 ×2 9 P 52 ケー28 2 5×2 4×3 6

P 9 サー24 2 0×1 5×1 0 P 3 1 ケー26 4 1×－×21 P 5 3 ケー27 16×1 5×6

P l O サー24 3 1×2 5×1 7 P 3 2 ケー26 5 0×－×15 P 54 ケー28 5 0×4 0 ×2 1

P ll サー24 2 4 ×2 1×2 1 P 3 3 ケー26 5 0×－×21 P 5 5 ケー28 3 0×2 8×3 9

2 7×2 0×2 3

2 8×2 5×2 1
P 12 コー24 2 0×1 5×5 P 3 4 クー26 4 9×4 5×1 7 P 5 6 ケー28

P 13

P 14

コー24 4 5 ×3 5×1 4 P 3 5 －2 6 2 3×2 0×2 8 P 5 7 コー27

コー25

コー25

2 5×2 5×4 0 P 3 6 クー26 3 8 ×3 5×2 8 P 5 8 コー27 5 8×5 2×1 3

P 15 1 7×15×9 P 37 クー26 2 0×2 0×5 P 5 9 コー27 2 9×2 8×1 3

P 16

P 17

P 18

コー25 1 8×15×1 3 P 38 クー26 3 0×－×6 P 6 0 コー27 2 8×－×4 2

コー25 4 9×4 5×7 8 P 39 クー26 2 5×2 0×10 P 6 1 ケー27 4 8×－×6

コー25 2 0×1 5×18 P 4 0 ケー26 2 0×18 ×1 0 P 6 2 キー29 2 0 ×1 8×4 6

P 19 スー23 3 6×3 0×3 8 P 4 1 ケー26 2 8×－×13 P 6 3 キー29 1 6×16×9

P 20

P 2 1

P 22

スー22 5 0×4 1×3 0 P 4 2 クー29 18×1 4 ×2 7 P 6 4 コー27 3 8 ×－×20

コー25

ケー25

3 8 ×－×36 P 4 3 クー28 2 3×2 0×1 5 P 6 5 ケー25 5 3 ×5 0 ×6 6

1 8×－×12 P 4 4 ケー28 3 0×－×5

第 3 表　 出 土 遺 物 観 察 表

Nb． 種　 別 器　 種
法　　　　 量 成　 形　　　 調　 整 ・ 文　 様

備　　　 考 出土位置

口径（長）底径（幅）ロロ高（厚） 内　　　　 面 外　　　　 面

1 縄文土器 深 鉢

高坪

－ －
（13 0） ナデ 単沈線 中期後半　 曽利 Ⅳ～Ⅴ 検 出

2

3

4

l

土 師器 － － （6．0 ） へ ラケズ リ ミガキ 回転実測 検 出

灰粕 陶器

灰粕陶器

須酋器

「司

杯 － －
（5 9 ） ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ　 粕付着 D 7

土壁 － －
（4 1） ナデ ナデ　 粕付着 耳 （把手）の部分 P 56

5 芸 18 0 －
（9．9） ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転実測 1／8 残存 試掘

6

7

／舞ヽノ亡J、

須古口口

」＝□＿
杯 － 5 7 （2 8） ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ　 底部回転糸切 り 完全実測　 底部完形 P 2 1

〃、ノ山、石百

壬百恵器 坪 －
（9 2 ） （2．0） ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ　 底部回転糸切 り 回転実測 検出

8

ノウヽノじJヽ

土師器 坪 （14 ．8 ）
－
（3．2） ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転実測 P 2 5

9 土師器 杯

坪

（1 6 0 ）
－
（3 8） ミガキ　 黒色処理 ロクロヨコナデ 回転実測 検出

10 土師器 －
（7 4 ） （1．2） ミガキ　 黒 色処理 へラケズ リ 回転実測 D 9

11 土師器 ？ 賓 － （6．8） （1．2） ナデ　 塗彩 ？ へラケズ リ 回転実測 M l

12 須恵器 賓
－ －

（6．4） タタキ痕磨 り消し 平行タタキ D 7

13 須恵器 餐
－ －

（2．5 ） ヨコナデ　 自然粕付着 ヨコナデ P 5　5

14 陶器 土鍋 － －
（1．8 ） ヨコナデ ヨコナデ 試掘

15 陶器 す り鉢 － （13．4 ） （3．5 ） ヨコナデ　 磨 り面一部残存 ミガキ 完 全実測 D 4

16 陶器 仏 花瓶 － （8．0） （3．5 ） 粕薬 底部回転糸切 り 瀬戸 ・美濃 試掘

旅）． 器　 種 素　 材 残存率 最大長 最大幅 最大厚 重　 量 所　　 見 出土位置

17 磨石 細粒安山岩 完形 5．4 4 ．5 1．8 38 ．4 5 最大面に磨 り P 2 5

18 磨石 輝石安山岩 完形 9．5 8．5 3 ．0 30 1．28 最大面に磨 り 検 出

1 9 砥石 凝塊岩 1／2 4．7 2．7 1．2 29 ．6 3 4 面磨 り 検 出

2 0 打製石斧 輝石安 山岩 4／5 16．6 8．4 2．9 4 70 ．5 1 基部欠損 検 出

2 1 石鉱 チ ャー ト 完形 1．9 1．7 0．4 1．14 か えり一部欠損 D 7

2 2 釘 鉄製 品 完形 3．4 0．6 0．7 －
D 5

2 3 刀子 ？ 鉄製 品 ？ 10 ．0 1．0 0．4 －
2 本 におれた後付着か P 2 1
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彗菌‾

D1号土坑 D2号土坑

D6号土坑

無　′萄　二

．、－‘．∴

’ンニケ．

1　°　1．．－　　・1．－－

D8号土坑

D7号土坑
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篭。

丁

1　『

馨一一．．転l

出土遺物写真

27

L　　　7　　　　　　　　】

き彗
、－　．、．

L二《－ql

∵・＼

30

、．二一亀
29　　　　　　　31

9－

24．26．27　伊万里　染付碗

25　　　　伊万里　陶胎碗

28　　　　瀬戸・美濃　瓶

29　　　　瀬戸・美濃　碗

30　　　　唐津？　碗

31　　　　瀬戸・美濾　鉄粕皿

32　　　　瀬戸・美濃　香炉
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遺　　 跡　　 名 家浦遺跡

遺　跡　所　在　地 佐久市湯原 2 9 4 －3　 外

遺　 跡　 番　 号 6 1 4

緯　　　　　　 度 3 6 0 1 1′1 3 ’’

経　　　　　　 度 1 3 8 0　2 8 ′1 5 ’’

調　 査　 期　 間 （現場 。整理）平成19年 5 月10日～平成20年 3 月3 1日

（整理）平成2 1年11月20日～平成22年 3 月軍9 日

調　 査　 面　 積 9 7 前

調　 査　 原　 因 佐久市高速交通課　 地方特定道路整備事業 （U 637号線道路改良）

種　　　　　　 別 散布地

主　 な　 時　 代 奈良。平安

主な遺構 ・遺物 土坑．ノ溝状遺構．ピット　縄文土器。石器．土師器。須恵器．陶磁器類．鉄製品

要　　　　　　 約 奈良。平安時代を主とする遺構が検出された。今回の調査範囲は道路幅であり

遺跡の全容は把握できなかったが、遣物の出土状況より周辺部には集落址が展

関する可能性が指摘できた。
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